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1一　緒冨
本研究ではこれまで、長時間熱処理を施した＝0■トり主Pす
ずめっき材の中間合金層成長について検討してきたが、熱処
理額期における中間合金層成A謹聴の詳報な検討昌子寸分
であった。そこで本報告では、短時間の熱処理を施した
1－王01二‡）肝すずめっき試験片に対して超徴Jト硬さ試験、走査

型電子頚轍鍬SEM）を用いた表面観察、X繰回折及び、元素
分布分析を行い、中間合金層の成長挙動と硬さ悟分布の関係
について検討すると共に、中間合金層成長のメカニズムにつ
いて検討した。

羞．読谷方法
21読癖達
本研究では、試嬢嶺としてダイナミック超微小硬度計
DUH－ユOlr島津製作所製）を除振台　NaI10－k・（m‖1tlS K
TECI潮、oLOGY製）の上に設置したものを使用した。庄子と

して稜闇角度＝5鹿のベルコピッチ型ダイヤモンド三角錐
庄子を用いた。

22　誌誅段通び雛動轟件
原田伸銅所製HOl∵首）1Pすずめっき試験片を用いた。めっ

き施工ほりん音粥基板（弘法舶鴇，P〇1％撃　鞄：0粥ヨモ粍
h＝＝〕0ヱ叫∴n（）00ヰ％Ctl円al）を溶解したすずに浸すこと
で行っている。Fischer蛍光Ⅹ線装置で測定しためっき厚さ

はl叫n－であるが、これはすず層厚さに加え中間合金層の
すず成分の影響が含まれた値である。本報告では、熱処理

時間の異なるA且C，Ⅰ）試験片（A熱処理なし、Iミ】5（）Oc一川
時間、CISO℃－30時間、I〕用）Oc－60時間）を用意した。押込
み荷重領域は03～1り6t）mNの範囲でi8段階とした。また
各荷重で5回押込みを行い、それらの結果を平均化した値
を稟験値として用いた。

3．硬さ値算出式
試験機の弾性変形量と、圧子先端のトランケ・－ションを
含んだ補正値を式（りのように∂かと定義するむ圧子押込み
畳勘とこの孔及び孝2寸ら補正擾の庄子押込み畳軸を輩

める。この専と試験荷重エIfを封3）に代入することにより、
靖正後の硬さ値〃りを導出する。‖j
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の関礁整簡対数裕五習性したもの菅井寸日報鳴緒Aに鰯ヒ
て通ると、流通通性鷲法官寸の性重富背振る鱒鞄絹鱒儲倫
憶が示されている∴葉くなるにつれて、中間合食層の硬さ

野腰轡〇相川と振られるわずかな子犠齢が井され流失通
常の衰審憶鑑達苦る踪動地達裕（力結倫贋昌子倫倫倫拶魔
いのはすずの厚さに対して中間合金博捜さが薄いためであ
ると思われる〇結球けB‡二関♭若様市性報遮達郎接鱗倫緒
Aと来さな塞は通られ轟かラた流動鰊拷銅野習は球審損
の増加が見られた。また、試験片じl）についても同様のこ
とが貰える。盤面近傍では橡さ値にそれほど大きな変化が
見られないが、試験片内部では中間合金席の成長に伴い、
硬さ値の増加が起きていることが明瞭に示されている。
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C の 鞄処理 を施 した 試壌片で は . 1 0 時rn の 熟処理で

も新た な中間合金Fr c t 1 3 S n が 生 成されるの が確認で きた 亡

. 試 挨片内部の熱処理時間に 比例 した中rEFl 合金EI の 成長が

確認された o S E M に よる断面亀集結果と併せ て . 浸さ価

の te 加 は新たな中間合金FB C u
-
.S n の 影事と思われる.

一 試族片表面に 現れた中rLZl 合金FB は C u . S t1 5 で あると確琵さ

れ た . こ の中間合金Fl の 表面 に おける増加 - すずめ つ き

FB の誠少は . 私処理時間に比例 し て 生 じた D
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